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半
導
体
需
要
は
今

後
も
拡
大
が
続
く

　
半
導
体
産
業
の
見
通
し

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
総

台
数
需
要
は
安
定
し
、
５
Ｇ

対
応
の
ハ
イ
エ
ン
ド
品
の
比

重
が
上
昇
。
パ
ソ
コ
ン
は
世

界
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
特
需
の

反
動
や
部
品
不
足
の
影
響
か

ら
台
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る

が
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
11
や

ゲ
ー
ミ
ン
グ
需
要
の
拡
大
に

よ
り
、
搭
載
さ
れ
る
Ｃ
Ｐ
Ｕ

／
Ｇ
Ｐ
Ｕ
の
高
度
化
や
メ
モ

リ
ー
の
高
容
量
化
が
進
む
。

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
規
格
で
は
Ｄ
Ｄ
Ｒ

５
へ
の
世
代
交
代
が
始
ま

り
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

は
さ
ら
な
る
３
Ｄ
構
造
の
高

層
化
で
大
容
量
化
が
進
む
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
ハ
イ

パ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー
の
設
備
投

資
意
欲
は
旺
盛
で
、
最
先
端

品
と
と
も
に
特
に
需
給
が
ひ

っ
迫
し
て
い
る
レ
ガ
シ
ー
プ

ロ
セ
ス
で
の
増
産
要
求
も
高

ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
向
け
て
半
導
体

の
高
機
能
化
と
低
消
費
電
力

化
が
求
め
ら
れ
、
特
に
パ
ワ

ー
半
導
体
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
、
Ａ
Ｉ
用
半
導
体
の

進
化
と
併
せ
て
パ
ワ
ー
半
導

体
に
期
待
が
高
ま
る
。

　
Ｗ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
の
11
月
発
表
に

よ
る
と
、
21
年
の
世
界
半
導

体
市
場
成
長
率
は
、
25
・
６

％
増
と
高
い
成
長
を
見
込

み
、
特
に
メ
モ
リ
ー
は
２
０

２
１
年
34
・
６
％
％
増
、
２

０
２
２
年
８
・
５
％
増
と
高

い
伸
び
。
ロ
ジ
ッ
ク
も
21
年

27
・
３
％
％
増
、
22
年
11
・

１
％
増
。
半
導
体
全
体
で
２

０
２
２
年
は
８
・
８
％
増

で
、
２
年
連
続
で
最
高
記
録

を
更
新
す
る
見
込
み
。

　
設
備
投
資
も
、
２
０
１
９

年
か
ら
続
く
ロ
ジ
ッ
ク
・
フ

ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
の
積
極
投
資

が
、
２
０
２
１
年
は
さ
ら
に

大
規
模
で
加
速
し
、
加
え
て

　
昨
年
末
に
60
社
あ
ま
り
の
Ｆ
Ａ
・
制

御
機
器
メ
ー
カ
ー
の
代
表
や
事
業
責
任

者
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
、
２
つ
ほ

ど
新
し
い
動
き
の
種
を
発
見
し
た
。
１

つ
目
は
「
脱
炭
素
」
へ
の
取
り
組
み
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
す
と
い
う
国
の
動
き
と

連
動
し
、
製
造
業
を
含
む
社
会
全
体
が
脱
炭

素
を
重
視
す
る
経
営
に
舵
を
切
っ
た
。
そ
れ

に
合
わ
せ
て
Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
メ
ー
カ
ー
各

社
も
、
自
社
が
脱
炭
素
に
対
し
て
取
り
組
む

と
同
時
に
、
顧
客
に
提
供
す
る
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
脱
炭
素
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
、
効
果
な
ど

を
入
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
２
つ
目
が

「
健
康
経
営
」
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
話
題

に
上
が
ら
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
健
康
経
営

優
良
法
人
を
取
得
し
た
、
こ
れ
か
ら
目
指
す

と
い
う
話
題
が
数
社
か
ら
出
て
き
た
▼
健
康

経
営
と
は
「
従
業
員
等
の
健
康
管
理
を
経
営

的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略
的
に
実
践
す
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
国
が
企
業
に
対
し
て

求
め
て
い
る
。
企
業
が
社
員
の
健
康
を
守

り
、
人
を
大
事
に
す
る
経
営
を
行
う
こ
と

で
、
企
業
は
活
力
を
得
て
生
産
性
が
上
が

り
、
業
績
や
株
価
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
い

う
の
が
狙
い
だ
。
２
０
１
６
年
度
に
経
済
産

業
省
が
健
康
経
営
を
行
っ
て
い
る
法
人
を
認

定
す
る
「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」

が
は
じ
ま
り
、
21
年
度
で
は
大
規
模
法
人
部

門
で
は
１
７
８
８
法
人
が
、
中
小
規
模
法
人

部
門
は
７
９
２
８
法
人
が
認
定
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
メ
ー
カ
ー
で

は
、
大
企
業
部
門
で
ア
ズ
ビ
ル
、
三
菱
電

機
、
横
河
電
機
、
オ
ム
ロ
ン
、
オ
プ
テ
ッ
ク

ス
・
エ
フ
エ
ー
、
中
小
企
業
法
人
部
門
で
は

端
子
台
メ
ー
カ
ー
の
フ
ジ
コ
ン
な
ど
が
健
康

経
営
優
良
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

認
定
済
み
の
企
業
に
よ
る
と
、
人
手
不
足
で

人
材
の
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
る
な
か
、
健

康
経
営
優
良
法
人
は
働
き
や
す
い
会
社
の
代

名
詞
と
し
て
使
え
採
用
に
有
利
に
な
り
や
す

く
、
学
生
や
求
職
者
も
気
に
す
る
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
▼
社
員
の
健
康
を
守

り
、
長
く
安
定
し
て
気
持
ち
よ
く
働
い
て
も

ら
う
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
企
業
の
利
益
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
極
め
て
当
た
り
前
の
こ
と

だ
が
、
利
益
を
上
げ
続
け
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
る
企
業
と
し
て
は
、
な
る
べ
く
コ
ス
ト
を

抑
え
て
効
率
化
す
る
た
め
に
、
図
ら
ず
も
社

員
に
不
健
康
な
働
き
方
を
強
い
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
も
現
実
。
こ
う
し
た
制

製造業の健康経営の実現・普及に向け「自動化推進優良法人制度」を提案してみる

拓
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
17

年
９
月
取
締
役
就
任
。
福
島

県
会
津
美
里
町
出
身
。
56

歳
。

　
佐
藤
新
社
長
は
「
測
量
と

は
一
般
的
に
平
面
の
点
や
位

置
情
報
を
取
得
し
、
図
面
や

地
図
に
反
映
さ
せ
る
業
務
だ

が
、
こ
れ
か
ら
は
深
い
森
林

地
帯
や
水
の
中
の
地
形
な

ど
、
人
が
行
け
な
い
場
所
に

対
す
る
測
量
分
野
の
開
拓
を

進
め
た
い
。
そ
の
一
歩
と
し

て
、
仮
想
現
実
空
間
需
要
と

い
う
い
わ
ゆ
る
メ
タ
バ
ー
ス

分
野
に
も
測
量
技
術
の
応
用

の
可
能
性
を
探
り
、
挑
戦
し

た
い
。
恐
ら
く
測
量
技
術
も

新
た
な
宇
宙
物
理
学
の
開
眼

と
共
に
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
誕
生
も
あ
り
得
る

こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
技
術

革
新
を
進
め
る
。
ま
た
、
当

社
の
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
キ
ン
グ

技
術
を
生
か
し
て
、
さ
ら
な

る
新
規
事
業
開
拓
に
取
り
組

む
。
特
に
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
キ

ン
グ
分
野
で
は
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
と
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
キ

ン
グ
技
術
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
展
開
を
図
る
。
測
量
技

術
を
ベ
ー
ス
に
限
り
な
く
Ｉ

Ｔ
技
術
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
り
、
新
た
な
発
想
で
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
模
索
し
て
い
き

た
い
」
と
就
任
の
抱
負
を
語

っ
て
い
る
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
２
０
１
６

年
か
ら
進
め
て
き
た
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
モ
ノ
づ
く
り
現

場
の
課
題
を
解
決
す
る
独
自

コ
ン
セ
プ
ト
「
ｉ
―
Ａ
ｕ
ｔ

ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！
」
に
つ

い
て
、
次
の
５
年
間
の
方
向

性
と
し
て
、
そ
の
進
化
系
と

な
る
「
ｉ
―
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！
―
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

（
ア
イ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

ネ
ク
ス
ト
）
」
を
発
表
し

た
。

　
ｉ
―
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
！
―
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
で
は
、

ｉ
―
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
！
の
「
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ

ｔ
ｅ
ｄ（
制
御
進
化
）」
「
ｉ

ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ

（
知
能
化
）」
「
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ（
人
と
機
械

の
新
し
い
協
調
）」
の
３
つ

の
ｉ
の
技
術
で
現
場
を
高
度

化
し
て
き
た
も
の
を
土
台

に
、
脱
炭
素
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

地
球
環
境
と
の
共
存
、
人
の

働
き
が
い
な
ど
、
よ
り
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
い
る
現
代

の
課
題
に
対
す
る
解
決
に
向

け
、
よ
り
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

制
御
・
自
動
化
技
術
を
開
発

・
提
案
し
て
い
く
。
具
体
的

に
は
「
人
を
超
え
る
自
動

化
」
「
人
と
機
械
の
高
度
協

調
」
「
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
」
の
３
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
人
を
超
え
る
自
働
化
」

で
は
、
高
速
・
高
精
度
の
制

御
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

に
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
そ
し
て
ロ

ボ
テ
ィ
ッ
ク
ス
技
術
を
加
え

度
で
不
健
康
経
営
を
牽
制
し
、
労
働
環
境
を
整
備
し
て

社
員
満
足
を
高
め
、
人
手
不
足
を
解
消
し
、
生
産
性
を

上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
の
は
賛
成
だ
。
自
動
化
は
人
を

単
純
作
業
や
過
酷
な
業
務
か
ら
解
放
し
、
生
産
性
を
高

め
、
健
康
経
営
の
実
現
に
つ
な
が
る
。
健
康
経
営
の
普

及
に
向
け
、
製
造
業
に
対
し
て
「
自
動
化
推
進
優
良
法

人
制
度
」
な
ど
が
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
・
自
動
化
業
界
は
も
っ

と
盛
り
上
が
る
。
自
動
化
先
進
国
、
ロ
ボ
ッ
ト
大
国
、

Ｆ
Ａ
強
国
を
目
指
す
な
ら
良
い
ア
イ
デ
ア
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

2022年からのものづくり革新コンセプト
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オ
ム
ロ
ン
、現
場
Ｄ
Ｘ
加
速

人
を
超
え
る
自
動
化
　
人
と
機
械
の
高
度
協
調

     ＊「日本製装置販売高」とは、日系企業（海外拠点を含む）の国内及び海外への販売高。

年度
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(年度)
半導体製造装置 ＦＰＤ製造装置 成長率

実 績 予 測

半導体およびＦＰＤ製造装置　日本製装置販売高予測（出典：日本半導体製造装置協会）
　
日
本
半
導
体
製
造
装
置
協
会
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
）

は
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
23
年
度
に
か
け
て
の

半
導
体
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
の
需
要
予
測
を
発

表
し
た
。
21
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
や
部

品
調
達
の
影
響
は
あ
り
つ
つ
も
、
半
導
体
製
造

装
置
と
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
と
も
に
堅
調
に
推

移
。
半
導
体
製
造
装
置
は
、
21
年
度
に
40
％
増

と
急
拡
大
し
、
そ
の
後
も
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
の

投
資
増
加
を
受
け
て
拡
大
。
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置

も
３
年
連
続
で
拡
大
が
続
き
、
23
年
度
に
は
半

導
体
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
合
計
で
４
兆
２
０
０

０
億
円
と
予
測
し
て
い
る
。

23年度に４兆2000億円
ＳＥＡＪ 2021-23年度 半導体・ＦＰＤ製造装置需要予測

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
滋
賀
県
草
津

市
の
草
津
事
業
所
内
に
あ
る

「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
（
Ａ
Ｔ
Ｃ
―

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
）
」
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
東

京
・
品
川
に
あ
り
、
都
会
の
真

ん
中
に
あ
っ
て
経
営
者
を
含
め

た
本
社
の
決
裁
者
が
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
見
て
体
験
し
て
企
画

す
る
の
に
適
し
た
Ａ
Ｔ
Ｃ
―
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
に
対
し
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
―

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
は
工
場
や
製

造
現
場
の
中
に
あ
り
、
工
場
見

学
や
持
ち
込
み
検
証
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
等
も
提
供
で
き
る
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し

て
リ
ア
ル
な
工
場
を
デ
ジ
タ
ル

空
間
上
に
再
現
。
事
前
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
他
の
Ａ
Ｔ
Ｃ
拠

点
と
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
ぐ
こ
と

で
他
Ａ
Ｔ
Ｃ
に
お
け
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
体
感
、
実
機
実
証

に
よ
る
顧
客
価
値
を
創
造
す
る

施
設
と
な
っ
た
。
ま
た
20
万
点

以
上
の
制
御
機
器
と
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
と
制
御
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
使
っ
て
課
題
解
決
の
実
証

が
で
き
、
実
機
持
ち
込
み
の
実

証
実
験
が
で
き
る
「
Ｐ
Ｏ
Ｃ
―

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
も
併
設
し

て
い
る
。

　
Ｐ
Ｏ
Ｃ
―
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

は
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
無
線
局
免
許

を
取
得
し
て
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
や
モ
バ
イ
ル
ロ
ボ
ッ

ト
、
５
Ｇ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端

技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
実
証
実

験
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

統
計
以
来
、初
の
大
台
突
破

半
導
体
需
要
が
拡
大 

設
備
投
資
も
継
続

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
・
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
フ
ラ

ッ
シ
ュ
の
投
資
復
活
が
上
乗

せ
。
中
国
・
台
湾
・
韓
国
が

好
調
を
維
持
し
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｐ
Ｄ
産
業
は
、
Ｐ
Ｃ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
モ
ニ
タ
ー
に

使
わ
れ
る
Ｉ
Ｔ
パ
ネ
ル
の
品

薄
は
継
続
中
で
、
逼
迫
感
が

出
て
い
た
Ｔ
Ｖ
用
大
型
パ
ネ

ル
は
価
格
下
落
が
続
い
て
い

る
。
21
年
度
の
設
備
投
資

は
、
21
年
度
は
１
・
３
％

増
。
22
〜
２
０
２
３
年
度

は
、
大
型
案
件
は
少
な
い
も

の
の
Ｉ
Ｔ
パ
ネ
ル
を
Ｇ
８
・

６
ク
ラ
ス
の
大
型
基
板
の
量

産
や
、
新
し
い
パ
ネ
ル
製
造

技
術
の
採
用
を
考
慮
し
、
安

定
成
長
を
見
込
ん
で
い
る
。

製
造
装
置
需
要
も

右
肩
上
が
り
続
く

　
21
年
度
か
ら
23
年
度
の
日

本
製
半
導
体
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造

装
置
の
市
場
は
、
21
年
度
は

34
・
４
％
増
の
３
兆
８
２
６

７
億
円
。
２
０
２
２
年
度
は

５
・
３
％
増
の
４
兆
３
０
０

億
円
、
23
年
度
は
４
・
２
％

増
の
４
兆
２
０
０
０
億
円
と

予
測
。
４
兆
円
の
大
台
は
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｊ
の
統
計
開
始
以
来
初

め
て
。

　
半
導
体
製
造
装
置
に
限
る

と
、
21
年
度
は
フ
ァ
ウ
ン
ド

リ
ー
、
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
、
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｄ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
い
ず
れ
も

伸
び
て
40
・
８
％
増
の
３
兆

　
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
は
、
２

０
２
２
年
10
月
に
創
立
50
周
年
を

迎
え
る
。
22
年
か
ら
23
年
に
か
け

て
「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
が
も
た
ら
す

持
続
可
能
な
社
会
」
を
テ
ー
マ
に

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
開
催
し

て
い
く
。
第
１
弾
と
し
て
、
３
月

の
「
２
０
２
２
国
際
ロ
ボ
ッ
ト

展
」
と
６
月
の
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
　
２
０
２
２
（
第

23
回
実
装
プ
ロ
セ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
展
）
」
で
記
念
パ
ネ
ル
展
を
実

施
。
工
業
会
の
歴
史
、
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
の
変
遷
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の

変
遷
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
業
界
の
半
世

紀
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
内
容
を

予
定
し
て
い
る
。

　
10
月
に
は
、
13
・
14
日
に
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す
る
。
今
後
の
ロ
ボ

ッ
ト
の
あ
る
べ
き
姿
を
多
面
的
に

捉
え
、
有
識
者
も
交
え
て
科
学
、

市
場
、
文
化
、
法
律
な
ど
に
つ
い

て
語
る
内
容
を
計
画
し
て
い
る
。

13
日
に
は
50
周
年
記
念
式
典
と
祝

賀
会
を
開
催
。
ロ
ボ
ッ
ト
業
界
の

発
展
に
貢
献
し
た
人
へ
の
表
彰
も

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
同
時
期
に
、
こ
れ
か
ら
30

年
後
に
向
け
た
「
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」
を
策
定
し

て
公
表
す
る
。
「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

が
も
た
ら
す
持
続
可
能
な
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工

業
会
と
し
て
今
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
産

業
の
目
指
す
べ
き
姿
を
提
示
し
、

広
く
社
会
と
共
有
す
る
こ
と
で
、

各
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指

す
。

　
測
量
事
業
を
中
心
に
、
レ

ー
ザ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
事
業
も

展
開
す
る
ア
ラ
イ
（
福
島
県

会
津
若
松
市
）
は
、
２
０
２

１
年
12
月
１
日
付
で
佐
藤
忠

彦
取
締
役
・
測
量
事
業
部
長

が
、
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
し
た
。

　
佐
藤
新
社
長
は
１
９
９
２

年
４
月
同
社
入
社
。
測
量
事

業
部
門
に
従
事
し
な
が
ら
測

量
分
野
の
新
た
な
可
能
性
を

探
る
一
方
、
新
規
事
業
の
開

て
、
人
に
頼
っ
て
い
た
作
業

も
機
械
に
任
せ
、
人
が
安
心

し
て
創
造
的
な
業
務
に
従
事

で
き
る
現
場
の
革
新
を
目
指

す
。
ま
た
脱
炭
素
や
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
も
の

づ
く
り
へ
の
貢
献
も
視
野
に

入
れ
る
。

　
「
人
と
機
械
の
高
度
協

調
」
で
は
、
人
か
ら
機
械
へ

の
代
替
え
を
進
め
つ
つ
、
そ

れ
で
も
残
る
人
が
中
心
の
業

務
に
対
し
て
人
が
能
力
を
発

揮
し
て
働
き
が
い
や
も
の
づ

く
り
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る

現
場
を
目
指
す
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
革
新
」
で
は
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
技
術

を
使
っ
た
現
場
革
新
を
さ
ら

に
進
め
、
Ｄ
Ｘ
を
加
速
す
る

技
術
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発
を
進
め
る
。

　
ｉ
―
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
！
の
総
括
と
し
て
は
、

２
３
０
個
以
上
の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
て
現
場

に
実
装
し
、
Ｉ
Ａ
Ｂ
と
し
て

売
上
高
・
営
業
利
益
も
改

善
。
一
定
の
成
果
を
上
げ
、

次
の
ｉ
―
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
！
―
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
に
つ

な
げ
て
い
く
。

佐藤忠彦新社長

３
５
６
７
億
円
。
22
年
度
も

５
・
８
％
増
の
３
兆
５
５
０

０
億
円
、
23
年
度
も
４
・
２

％
増
の
３
兆
７
０
０
０
億
円

と
安
定
成
長
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
は
、
21

年
度
は
１
・
３
％
増
の
４
７

０
０
億
円
。
22
年
度
は
２
・

１
％
増
の
４
８
０
０
億
円
。

２
０
２
３
年
度
は
投
資
額
の

増
大
を
見
込
ん
で
４
・
２
％

増
の
５
０
０
０
億
円
と
予
測

し
て
い
る
。

ATC-KUSATSUをリニューアル
次世代ものづくり実現拠点へ

新
社
長
に
佐
藤
取締役

測
量
技
術
の
応
用
拡
大
推
進

アライ

日本ロボット工業会 創立50周年
10月にシンポジウム、記念式典


